
ユニセフ集中募金
「人道危機緊急募金」

月

使途 緊急事態下の国や地域でくらす
子どもたちとその家族の支援に活用

1322万1665円
2025年度募金額

ユニセフ募金

　世界各地で紛争の危機が広がっており、子どもたちは過酷な
日々を過ごしています。 
　多くの子どもが命を奪われ、長引く避難生活や食料不足に苦し
み、教育の機会を失うなど、大切な子ども時代を奪われています。

　ユニセフは、即時停戦を訴え続けるとともに、生活を維持するた
めに必要な物資の提供や保健・栄養面でも支援、子どもたちの心
のケアや教育機会の確保に取り組んでいます。

UNICEF/UN0822640/Mojtba Moawia Mahmoud

女子中等教育が禁止されて以降、
家で過ごしている15歳の少女

UNICEF/UNI764380/Khayyam

学校に通うことができず、
市場で働いている子どもたち

UNICEF/UNI712081/Asmar

ガザ市内の路上で食事をほおばる
男の子（5歳）

UNICEF/UNI767011/Nateel

バングラデシュ・コックスバザールの
ロヒンギャ難民キャンプ内の
バザール（市場）にて

UNICEF/UNI622240/Njiokiktjien

厳しい寒さが続くキーウで、暖房付きのテントの
中で過ごす子どもたち。ユニセフの支援により、
塗り絵や粘土などの遊び道具も置かれている

UNICEF/UNI930637/Filippov

現在、緊急の
人道支援を必要とする

子どもたちは

2億人に
のぼります

診療所の計測メジャーで重度栄養不良と示された子ども

UNICEF/UNI684053/ChoufanyUNICEF/UNI684053/Choufany
空爆で起きた火事によって、
重度のやけどを負った２歳の女の子

UNICEF/UNI843239/Elfatih

レバノン

スーダン

アフガニスタン

ガザ

ロヒンギャ
ウクライナ

シリア


